
 

 

 

 

謹啓 時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。この度本会研修会を下記の通り企画し 

開催する運びとなりました。お忙しいこととは存じますが皆様のご参加をお待ち申し上げております。 

 謹白 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本精神科病院協会 石川県支部 栄養士部会  

石川県精神科 NST研究会  研修会のお知らせ 

 日時：  平成 30年 3月 17日 （土） 13:00～17:00 

 会場：  石川県女性センター  ２階 大研修室 

 定員：  60名 （先着順 定員になり次第締め切り） 

 対象：  管理栄養士、栄養士、看護師、薬剤師、作業療法士等 

 会費：  無料（非会員 500円） 

 申し込み： 申込用紙に必要事項を記入の上、Faxまたはメールにて申し込み下さい。 

  
プログラム   【石川県栄養士会 生涯教育 FS23 ：講義 摂食嚥下機能 1単位 申請済み】 

13：00～13：30   受付  

13：30～15：00   テーマ： 多職種で取り組む 食べるための口腔ケアとリハビリ 

講師： 医療法人社団 更生会 草津病院  

摂食・嚥下障害看護認定看護師 認知症ケア専門士 中村清子氏 

15：00～15：15   休憩 

15：15～16：40   口腔ケア、ポジショニング、食事介助の実習 

16：40～17：00   質疑応答      

   

 

 

 

 

 

≪広島県 医療法人社団 更生会 草津病院 ：NST稼働認定施設≫ 

TNT ドクター、摂食嚥下障害看護認定看護師、NST専門療法士、管理栄養士、薬剤師、看護師、作業療法士が、患者様の生活支援が 

行えるように食事の支援を行っています。毎週曜日を決めて、病棟回診を行ない、2012年 4 月にＮＳＴ稼働施設の認定を受けています。 

≪日本赤十字広島看護大学ヒューマン・ケアリングセンター摂食・嚥下障害看護認定看護師教育課程の実習施設≫ 

※現在、摂食・嚥下障害看護認定看護師の教育施設は３施設で、単科の精神科病院では初めての実習施設です。 

摂食・嚥下障害看護は摂食嚥下機能の障害だけでなく、病態や疾患の回復過程の理解、栄養状態、活動性、薬の副作用、退院支援などに 

必要不可欠なケア及び看護です。「口から食べる喜び」「食べることをあきらめない看護」を実践するためにも精神科ならでの 

摂食嚥下障害を学び多職種で取り組むことが大切です。 

  

 

 



粟津神経サナトリウム 栄養科 小谷 宛  

FAX 0761-43-3443 

e-mail：awasana-eiyo@shore.ocn.ne.jp 

日本精神科病院協会 石川県支部 栄養士部会  

石川県精神科 NST研究会 研修会申込書（申込締切 3/10） 

氏 名 

 

職 種   栄養士 ・ 管理栄養士  

 看護師 ・ 薬剤師 ・ 作業療法士     

その他 （             ） 

勤務先名 

連絡先    TEL 

         FAX 

備 考 
※定員数を超えた場合のみご連絡致します 

        

                                          

【ごあいさつ】 

近年、超高齢社会が進展する中で身体合併症を併発した高齢入院患者が増え、摂食嚥下機能低下による

低栄養は深刻な問題となっています。特に精神科においては抗精神病薬による副作用にて誤嚥や不顕性肺

炎などが多く、口腔ケアの必要性があります。今回、安全に美味しく食事を摂取するための支援をチーム

で取り組みされている広島県 草津病院の中村清子先生をお招きし講演する運びとなりました。 

ご多忙中かとは存じますが多職種お誘い合わせの上、是非参加下さいますようよろしくお願いします。    

 

 日本精神科病院協会 石川県支部 栄養士部会 

 石川県精神科 NST研究会 会長 山前 有子 
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